
 

地 球 科 学 科  

 

● 学 科 の 教 育 理 念 と教 育 目 的  

近 年 ，地 球 環 境 問 題 や自 然 災 害 に関 する一 般 市 民 の意 識 が高 まってきています。これ

らの問 題 に対 応 するには，まず我 々の住 んでいる地 球 の姿 や歴 史 を理 解 することが必 要 で

す。 

 地 球 科 学 科 では，太 陽 系 や地 球 の誕 生 過 程 ，地 球 の内 部 構 造 とそのダイナミクス，地 殻

および地 球 表 層 部 の変 動 のメカニズム，地 球 の歴 史 や生 物 の変 遷 を学 び，基 礎 地 球 科 学

の理 解 を目 指 します。その基 礎 知 識 をもとに，地 球 を地 質 学 的 な手 法 のみならず，数 学 ・物

理 学 ・化 学 ・生 物 学 などの様 々な視 点 や手 法 を用 いて解 析 し，地 質 学 的 な時 間 ・空 間 スケ

ールの現 象 を解 明 していくことを目 標 としています。 

 この目 標 を達 成 するため，地 球 科 学 科 では地 球 科 学 主 コースおよび生 態 環 境 科 学 コース

の 2 つの教 育 コースを用 意 しています。卒 業 後 の進 路 は様 々ですが，過 去 10 年 間 で最 も多

いものは地 質 ・建 設 コンサルタントを代 表 とする地 球 科 学 分 野 に関 わる高 度 に専 門 的 な職

業 です。 

 

● 学 科 の デ ィプ ロ マ・ ポリ シー （学 位 授 与 の 方 針 ， 卒 業 時 に 必 ず身 に つけ る 能 力 ）  

1 ． （ 科 学 的 知 性 ） 地 球 科 学 を 中 心 に 基 礎 科 学 的 な 知 識 を 体 系 的 に 身 に つ け， それ ら を

基 盤 に し て 地 球 科 学 に 関 す る 知 識 と 技 能 を 自 立 的 に 発 展 さ せ る こと が で き る 。  

2 ． （ 科 学 的 解 決 力 ） 主 と し て 地 球 科 学 に 関 連 す る 事 象 に 関 し て ， 科 学 的 原 理 ・ 原 則 に 基

づいて 課 題 を 探 求 し ， 実 証 的 な 調 査 ・ 研 究 を 通 じ て それ を 解 決 に 導 く こ と が で き る 。  

3 ． （ 科 学 す る 者 の 自 覚 ） 身 の 回 り の 事 象 に ひ ろ く 関 心 を も ち ， ｢ 科 学 的 な も の の 考 え 方 ｣ を

も っ て これ ら を 合 理 的 に 分 析 ・ 評 価 す る こ と が で き る 。 ま た， こ の 能 力 を 学 問 ・ 教 育 あ る いは

産 業 界 に 役 立 て る こ と が で き る 。  

 

● 学 科 の アドミッ ショ ン ・ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

1 ． （ 学 力 の 基 盤 ） 学 士 課 程 の 理 学 を 自 律 的 に 学 ぶ ため の 基 礎 と な る 高 等 学 校 レ ベル の

数 学 およ び 自 然 科 学 を 修 め ている 。  

2 ． （ 論 理 的 思 考 力 ） 物 事 を 論 理 的 に 考 察 し ， 自 分 の 考 え を 論 理 的 に ま と め て 表 現 す る こ

と が で き る 。  

3 ． （ 科 学 に生 き る 意 志 ） 地 球 科 学 や そ の 関 連 分 野 に 強 い興 味 を 持 ち ， 健 全 な 社 会 ・ 文 化

の 発 展 の ため に 科 学 ・ 科 学 技 術 を 役 立 て たいと 考 え て いる 。  

 

 


